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思川沿岸平野の地下水（尾崎次男・岸和男・大竹重吉・小野寺公児）
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第5図b　河川に平行した方向の地下水位断面

る。したがってこれらの図に関する限り，地下水は黒川

および小倉川の流路に沿って，しかも黒川から小倉川に

向かって流動することになるが，これは見掛けの流動で

あって，浸透地域における全般の地下水の流動は第衆図

比も明らかなように黒川および小倉川の流路の方向に関

係なく北方から南方に流動している。浸透地域では地下

水位が全般的に深く，しかも地層が粗粒，未凝固の砂礫

で構成されるため，黒川および小倉川などの表流が伏没

しやすい水理環境を形成している。

5．思川流域の水交

　普通河川では，無降雨時にも表流がみられ，一般に下

流に至るに従がい流量が増加する傾向が指摘できる。こ

のような現象は無降雨時には流域の地下水が湧出して河

川の泰流を酒養し，下流に至ればそれだけ流域が増大す
1
る
た
め に流量の増加をきたすものと解せられる。とくに

下方への浸透が困難な岩盤山地では河道は地下水の通路

、となりやすく・流域から湧出した地下水がまと，まって流

れるから，晴天日数が続いた渇水時の岩盤山地における

河川流量はその流域からの地下水湧出総量とみなしう

る。また反対に渇水時における河川流量の測定からその

流域の地下水貯留早の概略が揖定できるであろう。した

がって岩盤山地における河川の流量とその流域面積との

関係力）ら，流域の単位面積からの平均した地下水湧出量

の概略な目安が得られることになる。

　沖積平野を流れる河川では，岩盤山地の場合と少しく

趣が異なる。すなわち沖積地の堆積物は河川の流送・堆

積に由来する砂礫および粘土などで構成され，河川など

の表流が流下するまでに河道下に伏没浸透して地下水に

転化する事実が指摘云きるからである。したがって沖樟

平野を流れる河川では，下流に至るにしたがって流量が

増加するとはかぎらず，反対に減少する場合がありうる

のである。さらに平野部では降雨などからの地下水賄留

が岩盤山地に軽べて大きく，また上流地域からの地下水

流動量が加わるので，表流と地下水との関連機構は岩盤

山地の場合に較べてはるカミに複雑である。しかしながら

平野部を数地域に区分し，この区分した地域の上流側を

通過する流量と下流側を通過する流量との差引量は，す

くなくともこの区分した地域の表流からの地下水供給量

あるいは区分した地域からの地下水湧出量ど上流側から

の地下水流動量の合計とに相当するものと考えられる。

　5．1比流彙
　冬季渥水時における流量をその流域からの地下水湧出

総量に相当するものとみなせば，各流域の単位面積当り

の流量すなわち各流域から一様に湧出し』た地下水の単位

面積当りの量は（以下便宜上比流量と称す）第3・4表

に示す通りとなる。

　この表の結果では測定値にややまとまりを欠くが，そ

れでもなお古生層および火山岩などで構成される流域の

比流量は概して大きく，粕尾川流域では0．0116m3／sec／

km2程度となっている。これに対してローム台地ρ流域

では0．0065m3／sec／km2程度と山地に較べてその値が小

となっている。これは，つまり岩盤山地では下方への浸

透が少なく，流域の地下水の大部分が地表に湧出するも

のとみられ，一・方ローム台地などの流域では下方への浸

透が容易に行なわれるために比流量が少なくなるものと

考えられる。また沖積平野を区分した地域の比流量はそ

の値が著しく不規則であるが，C地域では0．1123m3／

sec／km2と岩盤山地およびローム台地などの流域に較べ

て，比流量が桁外れに大きな値を示している。沖積平野に

おける比流量の値が著しく大きく，しかも不規則な分布

を示すことは，それぞれの地域からの本来の地下水湧出

に，地表水から供給される地下水および上流地域からの

地下水流動量が加わって生じた結果と考えられる。沖積

平野の最南部における地下水の湧出量は5．4m3／secであ

り，上流地域における表流からの浸透量は4．Om3／secで

あって，差引き1．4m3／secが沖積平野全体から湧出した、

本来の地下水に相当するものと考えられ，その比流量は

35一（417）
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